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第３章 施策の体系 Ⅳ 緑・環境  
 基本施策２ 環境負荷低減施策の推進 
  エネルギー消費のスマート化 

市第五期長期計画・調整計画 

 本市のエネルギー消費量は、約４割を家庭部門が占めており、エネル
ギー消費の減少を期待できる領域である。そのため、各家庭でのスマート
メーター導入が進められていることから、今後は各家庭におけるエネルギー
消費のスマート化に関する啓発及び支援を推進する。 
 また、本市はエネルギー賦存量が少ない自治体であるため、再生可能
エネルギーの導入とともに、エネルギー利用の効率化や水素などの新たな
利用形態も見据えながら、本市として実現可能なエネルギーの地産地消
等に市民や事業者等とも連携しながら取り組んでいく。 
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～私たちがつくるスマートシティむさしの～ 

環境方針２ 低炭素社会に向けた施策を推進します 
        ～エネルギーの地産地消～ 

◆家庭での省エネ・創エネとエネルギーのスマート化 
  ○省エネルギー対策の推進 
  ○エネルギー使用量の見える化による効率的な利用の推進 
◆民間事業者との連携によるまちぐるみでの対応 
  ○省エネ診断・省エネ回収の促進 
◆公共施設における効率的なエネルギー活用 
  ○ＥＭＳによるエネルギーの効率的な利用の推進 

３駅周辺と市役所周辺にエネルギー需要が集中 

駅周辺は主に商業ビル、市役所周辺は公共施設が主な施設 

それ以外の地域は、エネルギー需要の密度は低い 

武蔵境駅 
周辺 

三鷹駅周辺 

吉祥寺駅周辺 

市役所周辺 
低 高 

電力・熱の年間需要量 
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産業 家庭 業務 運輸（TJ）

産業

2.9%

家庭

41.1%
業務

40.1%

運輸

15.9%

■武蔵野市部門別のエネルギー消費の構成（平成26（2014）年度） 

   

産業部門…工場 
家庭部門…一般家庭 
業務部門…事業者（事務所・店舗・オフィス） 
運輸部門…自動車、鉄道の燃料消費 
廃棄物…廃プラスチックの燃焼 

武蔵野市のエネルギー消費量の推移 

 宅地が大部分を占めている高低差が少ない平坦な地
形で、エネルギー賦存量が少ない。 
 

 過密な既成市街地である土地利用特性から、大規模
な取り組みを行うことは難しい。 
 

 エネルギー消費の比率が高い「家庭」と「業務」に対する
取り組みが重要である。 
 

 エネルギー集積率の高い３駅周辺や市役所周辺のエ
リア的な取り組みが望まれる 
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 スマートメーターとＥＭＳによるスマート化 

 エネルギー（電力）の需要と供給をＩＣＴ技術により、全体的
なきめ細かいコントロール 
 

 家庭や事業所のエネルギー使用量の「見える化」を 

すすめることで電力使用量の効率化・削減を図る 

  ピークカットの推進 

  電気使用量の削減 

  電気料金の削減 
 

 省エネ意識の向上 
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 可視化すること 

 

  情報や物事の全体が、誰にでも分かるようにすること。 

企業活動で、業務の流れを映像・グラフ・図表・数値な
どによって誰にでも分かるように表すこと。 

 

 問題を共有し、改善するのに役立つとされる。 

 スマートメーター（記録型計量器）は、毎月の検針業
務の自動化やHEMS等を通じた電気使用状況の見え
る化を可能にする電力量計 

   ・30分ごとの計測 

   ・通信機能により遠隔での検針 

    

 スマートメーターの導入により、電気料金メニューの
多様化や省エネへの寄与、電力供給における将来的
な設備投資の抑制等が期待されている。 
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 家庭で使うエネルギーをかしこく管理するシステム 

 電気の発電量や使用量、ガス・水道の使用量をモニ
ター画面などで「見える化」したり、HEMS対応の家電や
住宅設備を「制御」することができるようになる。 

家庭全体や家電機器の使用電力量を「見える化」する
ことにより、家族全員の節電意識が高まり、電気使用の
ムダを省いて電気代を節約につながる。 

ビル用はＢＥＭＳ、工場はＦＥＭＳ、地域ではＣＥＭＳ 

 
＜エコーネットホームページより一部引用＞ 

 

 

 

 

 
 

■家庭での創エネ省エネ推進イメージ 
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【市役所ロビー】         【第三中学校】  

     

【中央図書館】（平成26年度導入） 

【市民文化会館】 （平成29年度導入） 
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・廃棄物バイオマス発電。電力・熱は周辺公共施設へ供給 
・エリアでの効率的なエネルギー使用のため、ＣＥＭＳの導入 

助成対象設備 助成対象経費 助成金額  

①HEMS 
（ホームエネルギー 
マネジメントシステム） 

助成対象機器の 
購入費用 

５万円 
または機器の購入費用の1/2相当額の 
いずれか低い額 

②太陽光発電 
システム 

助成対象機器の 
購入費用 

３万円に最大出力キロワット（小数点以下第２位までが算
定対象）を乗じた額 
または機器の購入費用の1/2相当額の 
いずれか低い額 
※上限…５キロワット 

③太陽熱温水 
システム 

助成対象機器の 
購入費用 

５万円 
または機器の購入費用の1/2相当額の 
いずれか低い額 

④燃料電池コージェネレーション 
 システム（エネファーム） 

助成対象機器の 
購入費用 

６万円 
または機器の購入費用の1/2相当額の 
いずれか低い額 

⑤蓄電池システム 
助成対象機器の 
購入費用 

１万円に最大容量キロワット（小数点以下第２位までが算
定対象）を乗じた額 
または機器の購入費用の1/2相当額の 
いずれか低い額 
※上限…６キロワット 

⑥既設窓の断熱改修 
助成対象設備の本体・ 
部材の購入費用と設置 
費用 

10万円 
または設備の改修費用の1/5相当額の 
いずれか低い額 




